
施設名 ：旭川市総合庁舎
所在地 ：旭川市7条通9丁目
事業課 ：総務部庁舎建設課
施工年度：平成31年度から令和5年度まで
構造 ：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造及び木造

地上９階地下１階
工事費 ：約13,950,000,000円（外構工事含む全体工事費）
敷地面積： 9,957㎡
建築面積： 3,675㎡
延床面積：24,698㎡

設計：久米・柴滝・中原共同企業体
監理：久米・柴滝・中原共同企業体
施工：（建築）新谷・荒井・高・田中・タカハタ共同企業体

橋本川島・盛永・廣野・吉宮共同企業体
（電気）東邦・⻄⼭坂田・第一共同企業体

電業・下村・旭栄ミヤコ共同企業体
NECネッツエスアイ㈱北海道支店
第一・クマザキ・藤川共同企業体
電業・天日共同企業体

（空調）木本・池田・開成・旭川建築共同企業体
（機械）大洋・エーピー・旭川暖房共同企業体
（衛生）日進・丸信・東洋共同企業体

旭川市の現庁舎は，耐震性の不足や狭隘化による分散等の問
題が多くあることから建替えが不可欠となっているため，平成
23年度より具体的な建替検討を行い，令和５年８月に竣工しま
した。新しい庁舎にぜひ，来庁ください。

新しい総合庁舎の設計における基本方針は次のとおりです。
１市⺠に親しまれ，利⽤しやすい庁舎【利便性】
２まちづくりの中心となる交流拠点庁舎【交流】
３機能的で効率的な庁舎【機能性】
４災害に強い安心安全な庁舎【安全性】
５人と環境に優しい庁舎【環境】

工事の情報をフェイスブックで発信しています。

旭川市建築部公共建築課・設備課

旭川市総合庁舎

1階 待合 7階 会議室1階 執務スペース

展望ラウンジ

1階 市⺠活動スペース

議場

3階 執務スペース


